
フチャギ由来 

古堅セツ（1912・M45）字都屋（0：47） 

 其処
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あんさぐとぅなー、なー台風
たいふう
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てぃんめんそーらんなたぐとぅ。珍
ひるま

さ、なー亡
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やーに、うぬ餅
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ゎーさーに、お祝
いわ

いぬフチャギなさーによ、うりなた

んりち。うぬ八月十五夜
はちがつじゅーぐやー

ぬうり、うんなうりどぅ聞
ち

ちゃんで 話
はなしー

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共通語訳】 

 その家の旦那さんが、旅に出たんでしょうね。おそ

らくその人は漁師だったのでしょうね、きっと。 

 

 旅に出たあと台風になった。それで、いっこうに帰

って来なかった。どうしたのかな、長いこと帰って来

なかったので、もう亡くなったのだろうと、法事の準

備をしたんでしょうね。 

 

 そこで、仏壇にお供えする餅を作っていたら、亡く

なったと思っていた旦那さんが帰ってきた。もう旦那

さんの法事の準備をしていたなんて気まずいでしょ

う。それで、直ぐに小豆を煮て、法事用に作っていた

白餅に、その小豆をくっつけてお祝いのフチャギ餅に

したんだって。その日が八月十五日だったのか、それ

から、八月十五夜にはフチャギを作るようになったと

いう、そんな話を聞いたよ。 

 

 

 


